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防災 ～備えは必ず報われる～



　
先
月
、県
は
東
海
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
被
害
状
況
を
公
表

し
ま
し
た
。最
も
被
害
が
大
き
い

場
合
、県
内
の
死
者
は
３
７
１
人
、

け
が
人
は
６
、０
０
０
人
以
上
、建

物
の
全
半
壊
は
３
７
、８
０
０
棟

を
超
す
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
地
震
に
備
え
、自
分
自
身
そ

し
て
家
族
を
守
る
た
め
に
「
い
ま

何
が
で
き
る
の
か
」「
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。 

g

地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
ら
、

ま
ず
は
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
が

第
一
。 

で
は
、無
事
避
難
し
た
後
に
必
要

な
も
の
、そ
れ
は
生
命
を
維
持
す

る
た
め
の
水
や
食
料
で
す
。 

市
内
の
防
災
備
蓄
状
況

３
日
自
力
で
生
き
抜
く
た
め
に

各
家
庭
で
出
来
る
こ
と

基
本
は
水
・
食
料
・
ラ
ジ
オ

防  災 
special

櫛
形
防
災
備
蓄
倉
庫

▼

災
害
時
持
出
品
の
一
例

▼

備えは、
必ず
報われる

備えは、
必ず
報われる

阪神・淡路大震災で被災した神戸のまち
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わ
が
家
の 

耐
震
診
断
を 

し
て
み
ま
せ
ん
か 

　
住
宅
の
耐
震
性
を
知
り
、住
宅
耐

震
化
を
促
進
す
る
た
め
、木
造
個
人

住
宅
の
耐
震
診
断
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
人
が
健
康
診
断
を
す
る
よ

う
に
、家
の
耐
震
診
断
も
し
ま
し
ょ
う
。

費
用
は
、市
が
全
額
負
担
し
ま
す
。 

被
害
を
予
防
・
軽
減
す
る
た
め
に
も

日
頃
か
ら
避
難
路
の
確
認
や
防
災
用

品
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。ま
た
、寝
室
な
ど
決
ま
っ
た
部

屋
だ
け
で
も
補
強
す
る
な
ど
耐
震
対

策
を
し
て
、家
の
中
に「
安
全
な
場
所
」

を
つ
く
る
こ
と
で
家
族
の
安
全
と
食

料
や
災
害
用
品
の
確
保
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
住
宅
の
耐
震
診
断
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
生
垣
に
変
え
る
な
ど
、市
が
行
っ

て
い
る
制
度
を
利
用
し
て
自
宅
の
安

全
性
を
高
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ほ
か
に
も
、実
際
に
災
害
が
起

き
た
際
に
は
、被
害
者
の
救
助
や
被
災

地
の
復
旧
な
ど
住
民
同
士
の
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。市
市
は
市
内
全
地
区

の
自
主
防
災
会
を
対
象
に
被
災
時
の

対
応
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
地
域

を
守
る
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、地
域
の

自
主
防
災
会
に
お
い
て
積
極
的
な
活

動
を
行
う
こ
と
が
地
震
発
生
が
危
惧

さ
れ
る
今
、必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
込
締
切
　
７
月
２９
日（
金
） 

対
象
戸
数
　
６０
戸 

申
込
方
法
等
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

お
問
合
せ

建
築
住
宅
課

1（
２
８
２
）６
３
９
７

耐
震
診
断
は
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

g

 

新
潟
県
中
越
地
震
で
倒
壊
し
た
家
屋

▼

▲自主防災会を対象に行われた講習会

▲地震防災訓練の中で行われた炊出し訓練

不
意
に
襲
っ
て
く
る
災
害
に
対
し
て 
備えは、
必ず
報われる
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Minami Alps City

　
水
に
ま
つ
わ
る
遺
跡
や
甲

斐
源
氏
ゆ
か
り
の
土
地
な
ど
、

広
大
な
面
積
の
南
ア
ル
プ
ス

市
に
は
多
く
の
文
化
財
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
の
郷
土
、そ
の
郷
土

を
象
徴
す
る
文
化
財
を
、こ

れ
か
ら
も
大
切
に
守
り
伝

え
て
い
く
た
め
、今
回
は
文

化
財
の
あ
る
風
景
の
な
か
か

ら
代
表
的
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。 
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市内最古の木造建造物 長谷寺 

加
賀
美
遠
光
館
跡
法
善
寺 

古墳時代の住居跡を掘る
中畑遺跡（平岡） 

六
科
の
ム
ラ
と
水
田
を
守
る
将
棋
頭 

か
が
み  

と
お
み
つ 

み
つ
と
も 

あ
き
や
ま 

お
が
さ
は
ら  

な
が
き
よ 

や
ぶ
さ
め 

う
え
の  

も
り
な
が 

し
ょ
う
ぎ 

が
し
ら 

あ
し
や
す
え
ん
て
い 

か
み
つ
ぶ
ら
い 

し
ょ
う
げ
ん
て
い 

み
だ
い
が
わ 

南
ア
ル
プ
ス
市
に
は
、国
、県
、市
の

指
定
・
登
録
文
化
財
が
１
５
３
件
、遺

跡
が
４
７
１
ヵ
所
あ
る
ほ
か
、随
所
に

歴
史
あ
ふ
れ
る
景
観
も
残
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
文
化
財
で
す
が
実
際
に
訪
れ

て
み
る
と
意
外
な
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

文
化
財
や
遺
跡
を
通
じ
て
、先
祖

の
活
力
や
創
造
力
に
触
れ
、地
域
の
新

し
い
文
化
を
作
り
出
す
糧
と
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

源
頼
朝
が
信
頼
を
お
い
た
源
氏
の
一
族
は
市
内

を
本
拠
地
と
し
て
活
躍
し
、そ
の
舞
台
や
伝
説
が

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
法
善
寺（
加
賀
美
）付
近
に
館
を
構
え

た
加
賀
美
遠
光
を
父
と
し
た
一
族
で
、長
男
秋
山

光
朝
は
秋
山（
熊
野
神
社
付
近
）へ
館
を
構
え
、そ

の
傍
に
は
今
も
遠
光
と
光
朝
の
墓
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。次
男
小
笠
原
長
清
は
弓
馬
の
四
天
王
と

呼
ば
れ
た
武
将
で
、現
在
の
小
笠
原
小
学
校
付
近

に
館
を
構
え
小
笠
原
流
礼
法
や
流
鏑
馬
作
法
の

基
礎
を
築
き
ま
す
。

ま
た
、長
清
の
孫
上
野
盛
長
が
椿
城
を
築
く
な

ど
、遠
光
か
ら
始
ま
る
一
族
は
後
世
ま
で
も
活
躍

し
続
け
る
の
で
す
。

市
内
全
域
か
ら
は
、数
多
く
の
遺
跡（
埋

蔵
文
化
財
）が
発
見
さ
れ
て
お
り
、私
た

ち
の
先
祖
の
生
き
た
痕
跡
は
、２
万
年
以

上
も
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
は
、そ

の
一
部
が
各
地
区
の
生
涯
学
習
施
設
な
ど

に
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、市
内
各
所
に

は
古
墳
な
ど
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
歴
史
の
舞
台
を
訪
れ
て
古

代
の
人
々
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

市
内
は
昔
か
ら
洪
水
や
ひ
で
り
に
悩
ま
さ
れ

て
き
た
地
域
で
し
た
。そ
れ
ゆ
え
に
洪
水
か
ら
身

を
守
り
、水
を
活
か
す
知
恵
と
技
術
が
こ
の
地
で

培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。御
勅
使
川
に
は
、武
田
信

玄
が
造
っ
た
と
の
伝
承
が
残
る
石
積
出
し
・
将
棋

頭
な
ど
の
旧
堤
防
や
大
正
時
代
に
当
時
日
本
の

最
新
技
術
で
造
ら
れ
た
芦
安
堰
堤
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。釜
無
川
に
も
将
監
堤
や
も
よ
う
げ
ん
堤

な
ど
村
々
を
守
る
堤
防
が
築
か
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
造
ら

れ
た
徳
島
堰
は
韮
崎

上
円
井
か
ら
曲
輪
田

ま
で
全
長
約
17
km
に

お
よ
ぶ
灌
漑
水
路
で
、

現
在
も
市
内
の
果
樹

畑
を
潤
し
て
い
ま
す
。

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か

足
も
と
に
眠
る

文
化
財
の

あ
る
風
景

活躍の舞台
甲斐源氏

知恵と技術水を治め
水を活かす

歴
史

「
知
ら
れ
ざ
る
南
ア
ル
プ
ス
市
の

原
風
景
―
遺
跡
が
語
る
ふ
る
さ

と
の
源
流
―
」 
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現
況
届
書
を
受
給
者
に
送
付
し

ま
す
の
で
、６
月
３０
日
ま
で
に
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
届
出
が
な
い
と
、児
童
手
当

の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。 

　
受
給
者
の
方
に
は
更
新
書
類
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、６
月
末
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

1997年から村長と
して村の過疎化対
策に取り組む一方、
南アルプス市の発
足に携わる。 

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
月
で
す

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

者
証
の
更
新

　
助
成
金
の
支
払
い
は
、請
求
書
の

提
出
が
あ
っ
た
月
の
翌
月
末
で
す
。 

　
た
だ
し
、入
院
等
に
よ
り
自
己
負

担
額
が
高
額
の
場
合
は
、支
払
い
が

遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

乳
幼
児
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
の
請
求
に
つ
い
て

国
保
年
金
課 1（

２
８
２
）７
２
４
８ 

福
祉
課
　
1（
２
８
２
）６
１
９
７ 

各
支
所
市
民
福
祉
課 

青
少
年
担
当 

1（
２
８
２
）７
７
７
８ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
市
民
相
談
担
当 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
事
業
の
請
求
手
続

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助

成
事
業
に
係
る
請
求
書
等
の
書
類

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
自
動
車
税
又
は
軽
自
動

　
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
て
次
の

　
要
件
に
該
当
す
る
方 

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
方 

○
戦
傷
病
者
手
帳
　
特
別
項
症
、第

　
１
項
症
又
は
第
２
項
症
の
方 

○
療
育
手
帳
Ａ-

１
、Ａ-

２
ａ
、Ａ-

２

　
ｂ
又
は
Ａ-

３
の
方 

受
付
期
間
　
平
成
１８
年
１
月
を
予
定 

配
布
場
所
　
本
庁
福
祉
課
・
各
支
所 

古
い
電
話
帳
の
回
収

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、新
し
い
電

話
帳
を
６
月
中
に
各
ご
家
庭
へ
お
届

け
し
ま
す
。そ
の
際
、古
い
電
話
帳
を

回
収
い
た
し
ま
す
。 

国
家
公
務
員
採
用
3
種（
税
務
）

試
験

受
験
資
格
　
昭
和
６０
年
４
月
２
日
〜

　
昭
和
６３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方 

受
　
付
　
６
月
２１
日（
火
）〜
２８
日（
火
） 

第
１
次
試
験
日
　
９
月
４
日（
日
） 

子
育
て
支
援
課 

1（
２
８
２
）７
２
９
３ 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー 

1
０
１
２
０（
５
０
６
）３
０
９ 

申
込
み
・
お
問
合
せ  

甲
府
税
務
署 

1（
２
３
３
）３
１
１
１ 

Town-Information

国
民
年
金
制
度

　
国
民
年
金
は
、老
後
や
障
害
を
負

っ
た
り
し
た
と
き
の
た
め
に
、２０
歳

か
ら
６０
歳
の
み
ん
な
で
保
険
料
を

出
し
合
っ
て
経
済
的
に
支
え
あ
う
制

度
で
す
。 

　
就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に
よ
り

加
入
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
や
住

所
変
更
を
し
た
と
き
に
は
、そ
の
都

度
届
出
が
必
要
で
す
。届
出
を
忘
れ

る
と
、年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、

年
金
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、届
出
を
行
い
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。 

振
り
込
め
詐
欺
等
の
被
害
に
あ
っ

た
場
合
は
ご
相
談
下
さ
い
。（
敬
称
略
）

　
子
育
て
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
） 

山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員

矢
崎

千
鶴

（
六

科
）

秋
山

康
子

（
百

々
）

上
田
な
ほ
み

（
鏡
中
条
）

山
王
く
み
子

（
中

野
）

塩
澤

正
美

（
落

合
）

樋
泉
き
よ
子

（
小
笠
原
）

河
野

節
子

（
山

寺
）

横
内
い
ち
子

（
上
宮
地
）

金
丸
ミ
ツ
子

（
小
笠
原
）

芦
沢

弘
子

（
西

野
）

結
城
佐
智
子

（
下
宮
地
）

保
坂

貴
子

（
小
笠
原
）

奥
山

和
子

（
上
八
田
）

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
・
リ
ー
ダ
ー

春
の
叙
勲
受
章
者

旭
日
双
光
章

清
水
哲
夫
（
芦
安
芦
倉
）

　
次
の
方
々
が
、各
方
面
で
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
） 

第
四
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

伊
藤
美
喜
男
（
野
牛
島
）

総
務
大
臣
表
彰

永
年
行
政
相
談
員

佐
藤
幸
彦
（
小
笠
原
）
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※
他
に
土
地
建
物
等
の
譲
渡
所

　
得
に
つ
い
て
の
税
率
等
の
見
直

　
し
、金
融
、証
券
税
制
課
税
の

　
改
正
が
あ
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

個
人
市
民
税
担
当 

1（
２
８
２
）７
３
７
９ 

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、平
成
17
年
度
課
税
分
か
ら

次
の
よ
う
に
改
正
に
な
り
ま
す
。

〇
配
偶
者
特
別
控
除
の
上
乗
せ

　
部
分
が
廃
止 

改
正
に
よ
り
課
税
さ
れ
る
方
の 

均
等
割
年
税
額 

　
配
偶
者
が
控
除
対
象
配
偶
者（
合

計
所
得
金
額
が
３８
万
円
以
下
の

配
偶
者
）に
該
当
す
る
場
合
、配

偶
者
控
除
に
上
乗
せ
さ
れ
る
配

偶
者
特
別
控
除
が
廃
止
さ
れ
、配

偶
者
控
除
の
み
と
な
り
ま
す
。 

＊
合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
を

　
超
え
７６
万
円
未
満
の
配
偶
者

　
の
方
に
つ
い
て
は
、今
ま
で
と

　
同
様
に
配
偶
者
特
別
控
除
が

　
適
用
さ
れ
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
度
は
そ
の
税
額
の

１
／
２
、平
成
１８
年
度
以
降
は
全

額
課
税
と
な
り
ま
す
。 

〇
妻
に
対
す
る
均
等
割
非
課
税

　
措
置
が
段
階
的
に
廃
止 

　
個
人
市
県
民
税
均
等
割
の
納

税
義
務
を
有
す
る
夫
と
生
計
を
一

に
し
、同
一
市
内
に
住
所
が
あ
る
妻

の
均
等
割
は
今
ま
で
非
課
税
で
し

た
が
、平
成
１７
年
度
以
降
は
課
税

さ
れ
ま
す
。 

平
成
１８
年
度
以
降 

　
市
民
税
　
３
、０
０
０
円 

　
県
民
税
　
１
、０
０
０
円 

　
合
　
計
　
４
、０
０
０
円 

平
成
１７
年
度 

　
市
民
税
　
１
、５
０
０
円 

　
県
民
税
　
　 

５
０
０
円 

　
合
　
計
　
２
、０
０
０
円 

お
問
合
せ
　
資
産
税
家
屋
担
当 

1（
２
８
２
）６
０
９
３ 

　
建
物
の
固
定
資
産
税
は
、建
物
の

取
り
壊
し
や
新
築
・
増
改
築
な
ど
を

行
う
と
変
わ
り
ま
す
。
年
内
（
１２
月

３１
日
ま
で
）に
実
施
し
た
方
は
申
告

（
届
出
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
該
当
す
る
場
合
に
は
お
手
数
で

す
が
左
の
は
が
き（
新
築･

増
改
築･

滅
失
家
屋
申
告
書
）
を
切
り
取
り
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、投
函
し

て
く
だ
さ
い
。（
切
手
不
要
） 

　
な
お
、既
に
申
告
し
て
い
る
場
合

や
税
務
課
の
職
員
が
家
屋
調
査
に

お
伺
い
し
て
い
る
場
合
は
、届
出
は

不
要
で
す
。 

※
住
宅
・
ア
パ
ー
ト
等
の
住
宅
用
の

　
敷
地
に
は
、軽
減
措
置
が
適
用
さ

　
れ
ま
す
の
で
、住
宅
等
の
新
築
や

　
取
り
壊
し
、ま
た
店
舗
を
住
宅
に

　
改
築
す
る
等
に
よ
っ
て
土
地
の
固

　
定
資
産
税
が
変
わ
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。 

建
物
の
取
り
壊
し
、新
築･

増
改
築
を
し
た

場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す

建
物
の
取
り
壊
し
、新
築･

増
改
築
を
し
た

場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す

4 0 0 0 4 9 0

山梨県南アルプス市
小笠原376

南アルプス市役所
税務課　資産税家屋担当 行

キ
リ
ト
リ

�

� キリトリ

郵 便 は が き

料金受取人払

南アルプス局
承認

差出有効期間
平成18年1月
31日まで

（切手不要）

該当する場合は、表面に住所・氏名を必ず記入し、裏面に必
要事項を記入のうえ、このはがきをご返送ください。

住所欄 ※必ず記入してください 

住　所 〒 

フリガナ 

お名前 

電話番号 
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キ
リ
ト
リ

�

�

� キリトリ

平成17年 新築・増改築・滅失家屋申告書

年内に建物の新築・増改築をした場合、または予定がある場合
は下の欄に記入してください。

年内に建物の取り壊し（滅失）をした場合、または予定がある場
合は下の欄に記入してください。

※該当する家屋（新築・増改築・取り壊し）が、このハガキに記入
しきれない棟数以上ある場合は、税務課へお問合せください

新
築
・
増
改
築

所 在

種 類

構造等 造 葺 階建 g

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

取
り
壊
し

所 在

種 類

構造等 造 葺 階建 g

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

取
り
壊
し

所 在

種 類

構造等 造 葺 階建 g

南アルプス市

居宅・共同住宅・店舗・事務所・工場・
倉庫・その他（ ）

平成 年 月 日（済・予定）

絵
手
紙

春
夏
秋
冬

〜
お
や
つ
に
添
え
た
絵
手
紙
展
〜

山
梨
県
考
古
学
協
会
地
域
大
会

「
知
ら
れ
ざ
る

南
ア
ル
プ
ス
市
の
原
風
景
」

ー
遺
跡
が
語
る
ふ
る
さ
と
の
源
流
ー

※
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会
が

　
終
わ
り
次
第
、講
演
会
を
始
め

　
ま
す
。 

お
問
合
せ
　
市
民
生
活
課 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

ま
ち
の
駅
く
し
が
た 

1（
２
８
３
）７
７
６
６ 

申
込
み
・
お
問
合
せ
　
人
事
課 

1（
２
８
２
）６
０
８
４ 

お
問
合
せ
　
文
化
財
課 

1（
２
８
２
）７
２
６
９ 

開
催
日
　
６
月
１２
日（
日
）ま
で 

陶
里
陶
芸
教
室

作
陶
展

開
催
日
　
６
月
１４
日（
火
）〜
２４
日（
金
） 

時
　
間
　
い
ず
れ
も
午
前
９
時
３０
分
〜 

　
　
　
　
午
後
５
時 

場
　
所
　
ま
ち
の
駅
く
し
が
た 

開
催
日
　
６
月
２６
日（
日
） 

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分 

場
　
所
　
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

共
　
催
　
南
ア
ル
プ
ス
市 

　
　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会 

　
映
像
や
出
土
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、近
年
の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら

南
ア
ル
プ
ス
市
の
あ
ゆ
み
を
考
え
ま
す
。 

開
催
日
　
毎
週
金
曜
日 

　
　
　
　（
第
３
金
曜
日
休
み
） 

時
　
間
　
午
後
２
時
〜
５
時 

場
　
所
　
働
く
婦
人
の
家 

小
林
さ
ん  

1（
２
８
３
）４
０
７
０ 

な
ご
み
の
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
を
応

援
し
ま
す
。

応
募
資
格 

　
市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
方 

臨
時
職
員

司
　
書 

（
司
書
資
格
の
あ
る
方
） 

　
常
勤
及
び
パ
ー
ト
職
員 

若
干
名 

　
勤
務
先
　
市
立
図
書
館 

学
童
保
育
指
導
員 

（
保
育
士
・
教
員
資

　
　
格
の
あ
る
方 

又
は
、社
会
福
祉
施

　
　
設
等
で
の
勤
務
経
験
の
あ
る
方
） 

　
パ
ー
ト
職
員 

若
干
名 

　
勤
務
先
　
市
内
学
童
保
育
施
設 

介
護
保
険
認
定
調
査
員 

　
　（
看
護
師
な
ど
の
資
格
の
あ
る
方
） 

　
パ
ー
ト
職
員 

若
干
名 

　
勤
務
先
　
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー 

申
込
締
切
　
６
月
１０
日（
金
） 

※
募
集
要
項
及
び
申
込
書
は
人
事

　
課
で
配
布
し
ま
す
。 

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
策
定
さ
れ
た「
南
ア
ル
プ

ス
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ン
」の
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇

「
忍
た
ま
乱
太
郎
」

開
催
日
　
６
月
１７
日（
金
） 

時
　
間
　
開
演
　
午
前
１０
時
〜 

入
場
料
　
親
子
１
５
０
０
円 

　
　
　
　
大
人
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
子
供
　
７
０
０
円 

※
市
内
保
育
園
等
の
舞
台
鑑
賞
教

　
室
同
時
開
催 

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
演
奏
会

開
催
日
　
７
月
２
日（
土
） 

時
　
間
　
開
演
　
午
後
３
時
〜 

入
場
料
　
一
　
般 

２
０
０
０
円 

　
　
　
　
高
校
生
以
下 

１
５
０
０
円 

申
込
み
・
お
問
合
せ  

桃
源
文
化
会
館 

1（
２
８
４
）３
４
１
１ 

場
　
所
　
い
ず
れ
も
桃
源
文
化
会
館 

※
未
就
学
児
入
場
不
可 

語
り
べ
　
藤
巻
愛
子
　
氏 

開
催
日
　
６
月
１０
日（
金
） 

時
　
間
　
午
後
８
時 

場
　
所
　
櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

「
甲
州
弁
で
語
る

山
梨
の
民
話
の
世
界
」

朗
読
講
演
会
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社
会
保
険
相
談
所
の
開
設

開
催
日
　
６
月
７
日（
火
） 

時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
商
工
会
櫛
形
支
所 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
市
民
相
談
担
当 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

竜
王
社
会
保
険
事
務
所 

1（
２
７
８
）１
１
０
０ 

商
工
担
当 
1（
２
８
２
）６
２
９
４ 

年
金
・
賃
金
・
労
災
な
ど
無
料
相
談

開
催
日
　
６
月
１１
日（
土
） 

場
　
所
　
働
く
婦
人
の
家 

開
催
日
　
６
月
１５
日（
水
） 

場
　
所
　
商
工
会
櫛
形
支
所 

時
　
間
　
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜 

　
　
　
　
午
後
４
時 

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
八
田
支
所 

無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

開
催
日
　
６
月
１０
日（
金
）、２４
日（
金
） 

応
募
資
格
　
１８
歳（
大
学
生
）以
上
３５

　
歳
ま
で
の
男
女
で
登
山
が
で
き
る
方 

内
　
容
　
山
小
屋
業
務
全
般 

北
岳
山
荘
の
従
業
員
・
ア
ル
バ
イ
ト

期
　
間 

　
６
月
〜
１１
月 

（
期
間
応
相
談
） 

山
梨
県
障
害
者
文
化
展

手
芸
・
縫
製
・
工
芸
・
絵
画
・
書
道

等
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

締
　
切
　
８
月
２
日（
火
） 

※
規
定
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、お

　
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

行
政
相
談

開
催
日
　
６
月
１７
日（
金
） 

時
　
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

場
　
所
　
八
田
・
芦
安
・
若
草
各
支
所
、

　
白
根
総
合
会
議
室
、櫛
形
社
会
福

　
祉
会
館
、甲
西
農
村
セ
ン
タ
ー 

入札日 場　所  請　負　者  請負金額(円)工　事　名

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月14日 

4月28日 

4月28日 

4月28日 

4月28日 

4月28日 

小笠原小学校トイレ改造工事 

甲西中学校プール改修工事設計監理業務委託 

やまなみの湯レジオネラ属菌対策管洗浄業務委託 

やまなみの湯環境測定業務委託 

古市場地区耐震性貯水槽新設工事（６０ｔ） 

野牛島地区耐震性貯水槽新設工事（６０ｔ） 

公共下水道管渠布設工事（在家塚１工区） 

滝沢川公園管理業務委託（１工区） 

滝沢川公園管理業務委託（２工区） 

滝沢川公園管理業務委託（３工区） 

坪川公園管理業務委託 

南アルプス市議会だより「第８号」印刷業務 

市道白根２号線道路維持工事 

白根御勅使中学校屋外プール改修工事 

白根巨摩中学校屋内運動場バスケットゴール板設置工事 

市道在家塚１３・１４号線舗装本復旧工事 

市道今諏訪２４号線舗装本復旧工事 

小笠原地内 

古市場地内 

西南湖地内 

西南湖地内 

古市場地内 

野牛島地内 

在家塚地内 

小笠原地内 

小笠原地内外 

小笠原地内外 

落合地内外 

議会事務局 

飯野地内 

百々地内 

飯野地内 

在家塚地内 

下今諏訪地内 

（有）古矢設備 

一級建築士事務所　創設計 

（有）トレックス 

（株）環境管理コンサルタント 

甲和工業（株） 

（有）手塚建材興業 

（有）清栄工業 

（株）明桃園 

（有）春日園 

千石造園 

（有）東香園 

（株）山扇印刷 

（株）杉山工務所 

（有）中島工業所 

美津濃（株） 

正英舗装（株） 

（株）輪田道路 

1,386,000  

735,000  

3,628,800  

1,785,000  

7,350,000  

5,197,500  

4,998,000  

2,793,000  

2,940,000  

2,546,250  

1,601,250  

1,466,850  

4,620,000  

2,367,750  

3,780,000  

1,134,000  

1,228,500 

お問合せ 管財契約課 1（２８２）６０９２

入
札
結
果

申
込
み
・
お
問
合
せ
　
介
護
福
祉
課 

1（
２
８
２
）６
１
７
９ 

5（
２
８
２
）６
１
８
９ 

申
込
み
・
お
問
合
せ

　
観
光
商
工
課 

1（
２
８
２
）６
２
９
４ 

申
込
み
・
お
問
合
せ

　
福
祉
課  

1（
２
８
２
）６
１
９
７ 

　
各
支
所
市
民
福
祉
課 

申
込
み
・
お
問
合
せ  

市
民
生
活
課 

1（
２
８
２
）６
４
９
３ 

募
集
人
数
　
１０
名
程
度 

締
　
切
　
６
月
１７
日（
木
） 

申
込
方
法
　 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
役
所
、各
支
所

　
に
設
置
し
た
応
募
用
紙
で
お
申

　
込
み
く
だ
さ
い
。 

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

市
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
に
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
策
定
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格 

　
市
内
在
住
の
４０
歳
以
上（
１･

２

　
号
被
保
険
者
）の
方 

募
集
人
数
　
若
干
名 

申
込
方
法 

　
応
募
の
動
機（
概
ね
４
０
０
字
詰

　
め
用
紙
１
〜
２
枚
程
度
、様
式
自

　
由
）と
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

　
番
号
を
記
入
の
上
、持
参
、郵
送

　
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募
し
て

　
く
だ
さ
い
。 

締
　
切
　
６
月
１０
日（
金
） 
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MINAMI-ALPS CITY

甲
州
凧
上
げ
ま
つ
り

特
産
品
シ
ョ
ッ
プ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
が
中
心
と
な
り
在
家

塚
に
特
産
品
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
、オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。販
売
コ
ー

ナ
ー
に
は
地
元
26
業
者
が
出
品
し
た
は
ち
み
つ

や
ジ
ャ
ム
等
の
食
品
や
甲
州
鬼
面
瓦
等
の
伝
統

工
芸
品
が
並
び
、ま
た
採
れ
た
て
の
サ
ク
ラ
ン

ボ
も
販
売
さ
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
シ
ョ
ッ

プ
と
違
い
フ
ル
ー
ツ
と
地
元
特
産
品
を
あ
わ
せ

た
販
売
シ
ョ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
白
根
I.C
に
も
近
い
こ
と
か
ら
、こ
れ
か

ら
本
格
的
な
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
県
外
か
ら

の
観
光
客
の
獲
得
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

色
と
り
ど
り
の
凧
が

大
空
に
舞
う
甲
州
凧
上

げ
ま
つ
り
が
、釜
無
川
河

川
敷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

凧
の
絵
柄
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
日
本
画
や
ア
ニ
メ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

が
描
か
れ
た
凧
が
並
び
、

ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
甲

西
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
等
が
披
露

さ
れ
、ま
し
た
。

午
後
か
ら
行
わ
れ
た

凧
上
げ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

風
が
ほ
と
ん
ど
吹
か
な

い
あ
い
に
く
の
条
件
の
中
、

参
加
者
は
凧
を
上
げ
よ

う
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い

ま
し
た
。時
折
吹
く
風
を

上
手
に
捕
ら
え
、大
凧
が

空
に
舞
い
上
が
る
と
会

場
か
ら
は
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

植
樹
祭

「
木
が
元
気
森
が
元
気
で
地
球
も

元
気
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、平
成
17
年

度
の
甲
府
地
区
植
樹
祭
が
秋
山
川
す

も
も
の
郷
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
市
で
の
開
催
は
平
成
15

年
に
続
き
２
回
目
と
な
り
、参
加
し

た
市
及
び
県
の
関
係
者
や
、落
合
小

学
校
の「
緑
の
少
年
少
女
隊
」に
よ
り

コ
ブ
シ
10
本
、イ
チ
ョ
ウ
20
本
、ア
ジ

サ
イ
２
０
０
本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
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TOPICS

源
西
浄
水
場
竣
工

平
成
16
年
か
ら
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
駒
場
地
区
の
源
西
浄
水
場

が
完
成
し
、記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
浄
水
場
は
地
下
70
ｍ
か
ら

良
質
な
水
を
汲
み
あ
げ
て
い
る
た

め
、大
雨
や
台
風
の
際
も
濁
り
の

な
い
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

芦
安
新
緑
ま
つ
り

鮮
や
か
な
緑
の
中
、第

３
回
と
な
る
芦
安
新
緑

ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
芦
安
小

学
校
校
庭
の
北
を
流
れ

る
御
勅
使
川
で
は
、渓
流

釣
り
大
会
が
行
わ
れ
、朝

早
く
か
ら
待
ち
構
え
て

い
た
参
加
者
た
ち
が
、花

火
を
合
図
に
清
流
に
釣

り
糸
を
た
ら
し
ま
し
た
。

会
場
内
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、来
場
者
の
胸
に
響

く
よ
う
な
勇
壮
な
夜
叉

神
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、続

い
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や

歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、地
元
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
手
作
り
そ
ば
に
は
、

長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

ア
ヤ
メ
フ
ェ
ア

滝
沢
川
河
川
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
ア
ヤ
メ

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
、４

月
27
日
の
開
花
宣
言
以

降
順
調
に
花
を
増
や
し

見
頃
を
迎
え
た
ア
ヤ
メ

が
訪
れ
る
人
々
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
櫛
形
中
学

校
吹
奏
楽
部
や
長
清
太

鼓
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、

会
場
で
は
鉢
植
え
ア
ヤ

メ
の
展
示
や
、地
元
の
特

産
品
の
販
売
な
ど
が
人

気
を
呼
び
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
九
州
か

ら
招
待
し
た
小
笠
原
流

宗
家
に
よ
る
流
鏑
馬
の

披
露
や
ア
ヤ
メ
の
親
子

写
生
大
会
、魚
の
つ
か
み

取
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
人
々
が
会
場
を

訪
れ
ま
し
た
。
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開
催
日
　
６
月
２４
日（
金
） 

時

間
　
午
前
１０
時
〜
１２
時 

場

所
　
市
役
所
本
庁 

地
下
第
２
会
議
室 

相
談
員
　
一
級
建
築
士
兼
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

高
齢
者
な
ど
の
安
心
・
自
立
を
促
す
住
宅
改
修
相
談
で
す
。

住
宅
改
修
相
談（
要
予
約
）

対

象
　
４
月
１
日
現
在
、市
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介
護
４

　
及
び
５
に
相
当
す
る
状
態
が
１
年
間
継
続
し
て
い
る
高
齢

　
者（
特
定
疾
病
に
よ
る
第
２
号
被
保
険
者
を
含
む
）、又
は
認

　
定
基
準
に
掲
げ
る
状
態
が
１
年
間
継
続
し
て
い
る
認
知
症
高

　
齢
者
を
過
去
１
年
間
常
時
介
護
し
た
同
居
の
介
護
者
。 

　
　
た
だ
し
、被
介
護
者
の
入
院
、短
期
入
所
を
含
む
施
設
入

　
所
の
合
計
日
数
が
３
ヶ
月
を
超
え
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。 

次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
に
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

締

切
　
６
月
２０
日（
月
） 

申
請
書
配
布
場
所
　
本
庁
介
護
福
祉
課
及
び
各
支
所 

介
護
慰
労
金
の
支
給

※
在
宅
介
護
相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

　
今
年
も
ア
ヤ
メ
が
咲
く
季
節
を
迎
え

ま
し
た
。
毎
年
開
花
は
い
つ
、見
ご
ろ
は
、

ア
ヤ
メ
フ
ェ
ア
開
催
は
ど
う
な
る
か
、

と
い
っ
た
心
配
を
し
て
か
れ
こ
れ
２０
年
。

私
た
ち
も
年
齢
を
か
さ
ね
、無
理
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
員
８０
名
が
年
間
交
代
で
出
労
し
、

ア
ヤ
メ
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
昨
秋
、日
本
観
光
協
会
主
催
の
「
花

の
観
光
地
づ
く
り
大
賞
」
の
募
集
を
知

り
、早
速
日
ご
ろ
の
活
動
を
ま
と
め
応

募
し
ま
し
た
。
結
果
は
努
力
賞
・
花
の

心
賞
を
受
賞
し
、副
賞
と
し
て
木
製
の

プ
ラ
ン
タ
ー
１１
基
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
市
へ
寄
付
し
ど
こ

か
の
施
設
で
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
今
後

市
内
全
域
で
行
わ
れ
、草
花
や
果
実
の

花
で
潤
い
の
あ
る
美
し
い
観
光
地
づ
く

り
の
運
動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。 

 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

健
康

福
祉

南アルプス市のHOTなニュースとインフォメーション 

お
問
合
せ 

　
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

1（
２
８
２
）６
１
７
９ 

お
問
合
せ 

　
介
護
福
祉
課
高
齢
者
担
当  

1（
２
８
２
）６
１
７
９ 

　
各
支
所
市
民
福
祉
課 

稲
山 

て
る
じ
さ
ん 

百
歳
の
誕
生
日 

花
の
観
光
地
づ
く
り
が

評
価
さ
れ

ア
ヤ
メ
を
育
て
る
会

会
長

河
野
二
郎
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
１７
年
度
か
ら
健
康
増
進
課
が
「
櫛
形
健
康
セ
ン
タ
ー
」
に

移
転
し
、乳
幼
児
の
健
診
と
集
団
予
防
接
種
、毎
週
水
曜
日
の
夜

間
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。保
健
師
は
今
ま
で
同

様
、地
区
担
当
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

食
中
毒
に
ご
用
心

梅
雨
時
か
ら
夏
場
さ
ら
に
秋
に
か
け
て
、食
中
毒
の
発
生

し
や
す
い
時
期
で
す
。家
庭
で
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け

食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫
は
１０
℃
以
下
、冷
凍
庫
は
-１５
℃
以
下
に
維
持
す
る
こ

と
が
目
安
で
す
。
細
菌
の
多
く
は
、１０
℃
で
は
繁
殖
が
ゆ
っ
く

り
と
な
り
、-１５
℃
で
は
繁
殖
が
停
止
し
て
い
ま
す
。し
か
し
細

菌
が
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い
の
で
、早
め
に
使
い
切
り
ま
し
ょ
う
。 

①
保
存
を
す
る
と
き

加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。加
熱

を
十
分
に
行
う
こ
と
で
、食
中
毒
菌
を
殺
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

目
安
は
中
心
部
の
温
度
が
７５
℃
で
１
分
間
以
上
の
加
熱
で
す
。 

②
調
理
を
す
る
と
き

温
か
く
食
べ
る
料
理
は
常
に
温
か
く
、冷
や
し
て
食
べ
る
料
理

は
常
に
冷
た
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。目
安
は
、温
か
い
料
理

は
６５
℃
以
上
、冷
や
し
て
食
べ
る
料
理
は
１０
℃
以
下
で
す
。 

③
食
事
を
す
る
と
き

健
康お

問
合
せ
　
健
康
増
進
課  

1（
２
８
４
）６
０
０
０ 

お問合せ　健康増進課1（284）6000

※BCG予防接種は生後0ヶ月から可能ですが、風邪を引きやすい、体が弱いと感じられるお子さん、また生後直後の予防接種に不安
を感じるお子さんについてはかかりつけ医師や市の保健師に相談のうえ、生後3～6か月の接種日に来所してください。

4

11

18

25

6

13

20

27

7

14

21

28

8

15

22

29

9

1 2

16

23

30

3

10

17

24

5

12

19

26

健康相談・
母子健康手帳交付
（甲西保健福祉センタ－）
3歳児健診

健康相談・
母子健康手帳交付
（芦安支所）
ポリオ予防接種

2歳児歯科教室

ポリオ予防接種

健康相談・
母子健康手帳交付
（櫛形健康センター）
12か月児健診

健康相談・
母子健康手帳交付
（櫛形健康センター）
マタニティクッキング
（八田ふれあい情報館）

１歳6か月児健診 ４か月児健診

健康相談・
母子健康手帳交付
（櫛形健康センター）

12か月児健診

健康相談・
母子健康手帳交付
（櫛形健康センター）
4か月児健診

健康相談・
母子健康手帳交付
（八田健康管理センター）
離乳食教室
（甲西保健福祉センタ－）

ポリオ予防接種
健康相談・
母子健康手帳交付
（櫛形健康センター）

健康相談・
母子健康手帳交付
（白根支所）
1歳6か月児健診

3歳児健診

健康相談・
母子健康手帳交付
（若草健康センター）
ＢＣＧ予防接種

3歳児健診2歳児歯科教室
パ
パ
マ
マ
学
級

（
白
根
は
ー
と
ふ
る

セ
ン
タ
ー
）

6月 健康カレンダーHealthy family
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小
学
生
の
親
子
９
組
２４
人
が
参
加

し
、白
根
地
区
の
栄
養
改
善
セ
ン
タ

ー
で
親
子
パ
ン
作
り
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子
は
真
剣

な
表
情
で
講
師
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

生
地
を
こ
ね
た
り
、好
き
な
動
物
の

形
を
か
た
ど
っ
た
り
と
創
作
パ
ン
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
犬
や
猫
、ラ
イ
オ
ン
や
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

な
ど
独
創
的
な
パ
ン
が
次
々
と
焼
き

上
が
り
、参
加
し
た
親
子
は
パ
ン
の

出
来
栄
え
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

櫛形地域教育担当 1280-3300

若草地域教育担当 1283-8311

芦安地域教育担当 1288-2111

白根地域教育担当 1282-7404

八田地域教育担当 1285-1883

生涯学習課 1282-7778
5282-6427

お申込み･お問合せ

3

　
爽
や
か
な
初
夏
の
風
が
吹
く
中
、南
甘

利
山
を
散
策
す
る
自
然
観
察
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
南
甘
利
山
を

経
由
し
て
甘
利
山
山
頂
を
目
指
し
、講
師

か
ら
草
花
の
種
名
や
特
徴
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

　
ま
た
、ス
ズ
ラ
ン
の
群
生
地
も
訪
れ
、

育
成
の
た
め
苗
を
植
え
る
な
ど
、新
緑
を

迎
え
た
甘
利
山
で
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 

※各講座とも応募者多数の場合は抽選になります。 
（抽選の結果はお知らせいたします） 
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INFORMATION�������

19日（日） 

  7日（火） 

11日（土）、25日（土） 
おはなし会 

 

おはなし会 0.1.2. 

 
朗読会 

図書館ふれあいまつり 
 
ふるさと歴史講座 

 
映画会 

10：30 

14：00

10：30

13：30～　 
15：30

第1部   9：30開演 
第2部13：30開演 

10：30

10：00

児童書

小浜 逸郎/著
草思社

「善悪とは何か、愛するとは、
なぜ働くのか、なぜ法を守る
のか」など中学生へ向けて社
会の成り立ちをわかりやすく
説いています。

夫婦ふたりで平穏な生活を
送っていた敏子５９歳は、６３
歳の夫・隆之が心臓麻痺で急
死し、その人生は一変した。
ささやかな日常に、豊饒な世
界を描き出した再生と希望
の物語。

『善悪ってなに？働くってどんなこと？
   －１４歳からのライフレッスンー』

1(284-6010)

1(283-1501)

1(285-5010)

1(280-3300)

1(283-1491)

櫛形図書館 

6 月 の 催 し 物  

お問合せ/休館日 

甲西図書室 

白根桃源図書館 

わかくさ図書館 

八田ふれあい図書館 

6,13,20,22～30日（※22日～30日は蔵書点検） 

5,6,12,13,19,20,26～30日 

6,13,20,27,30日 

6,13,20,27,30日 

6,13,20,27,30日 

一般書

桐野 夏生/著
毎日新聞社

『魂萌え』

八 

11日（土）、18日（土）、25日（土） わ 

白 

わ 

白 

八 

櫛 

一般向け定員45名（要申し込み） 

11日（土） 櫛 

要整理券  6月3日（金）から市内各図書館で配布 
「ハリーポッターと 
　  アズカバンの囚人」 

11日（土） わ 

17日（金） 白 15日（水） わ 

  5日（日） 櫛 

毎週土曜日 櫛 

甲 

櫛 

Culture Art���

感じて下さい。「測量・地図」の歴史
伊能図と南アルプスの測量・地図展開催

～山頂への足跡100年の時空を越えて～

南アルプス芦安山岳館 
開館時間　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで） 
休館日　　水曜日（水曜祝日の場合翌日） 
入館料　　中学生以上200円・小学生100円 
電　話　　1288-2125

　約120年前に始まった一等三角測量。当時の測量機材、

新旧の地図等の展示から最新の測量・地図や伊能図につい

てご紹介します。 

※甲西図書室は6月26日(日)～7月22日(金)まで移転のため臨時休館いたします。 

ー山頂への足跡100年の時空を超えてー

伊能図と南アルプスの 

伊
能
図 

開催期間：平成17年6月18日（土）～ 平成18年1月31日（火）

色
紙
絵
展

　
白
根
桃
源
美
術
館
付

属
展
示
室
で
は
、
町
田

朱
美
さ
ん
の
「
第
３
回

色
紙
絵
展
〜
言
の
葉
を

花
に
託
し
て
〜
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
３
年
前
か
ら
描
き
た

め
た
花
と
そ
の
と
き
に

感
じ
た
言
葉
を
組
み
合

わ
せ
た
色
紙
７７
点
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
期

間
は
６
月
２６
日（
日
）ま

で
で
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。 
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国勢調査が10月1日を基準日に実施されます。 

材 料

調理方法

じゃがいもはフードプロセッサーにかけ、細かくつぶしボールに
入れておく。 
長ねぎ、にんにく、しょうがはみじん切りにする。長ネギは飾り用
に少しとっておく。 
フライパンにサラダ油をひき、みじん切りにしたにんにく、しょう
がを炒め、香りがたったら、ひき肉を入れ、塩こしょうをふって色が
変わるまで炒め、最後にしょうゆで味付けする。 
つぶしたじゃがいものボールに　のフライパンをひっくり返して
加え、混ぜ合わせる。 
フライパンの汚れをキッチンペーパーでふき取り、再び火をつけ
てサラダ油をひき、　の中身を一気に入れ、木べらで平らにのばす。 
中火にして、ふたをして火が通るまで蒸し焼きにする。 
ふたをはずし、平らな皿を上からかぶせ、一気に裏返して包丁で
食べやすい大きさに切り、器に盛り付けて青ネギをちらして出来
上がり。 

1

2

3

4

3

4

5

6

7

おしゃべり上手になってきたね。 
いっぱいお話しようね。 

父　秀一 
母　真紀（十日市場） 

あやめ 

2人仲良く元気に 
沢山遊んでね。 
いつまでも明るさと 
優しさを忘れずに。 

父　聖二 
母　浩美（野牛島） 

小林 聖菜ちゃん 

　　　　遥香ちゃん 

せいな 

はるか 

樋口 智尋ちゃん 

ちひろ 

我が家の小さなお姫様。 
笑顔の似合う 
やさしい女の子になってね。 

父　優 
母　美晴（藤田） 

香
合
と
は
、お
香
を
入
れ
て
お
く
蓋
付
き
の
入
れ
物
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。日
本
各
地
の
有
名
窯
で
造
ら
れ
た
香

合
が
、遠
く
海
を
渡
っ
た
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
美

術
館
の
収
蔵
庫
か
ら
約
３
０
０
０
点
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

日

時

６
月
25
日（
土
）
午
後
２
時

演

題
「
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
出
合
い
」

講

師

蓑

豊
氏（
大
阪
市
立
美
術
館
館
長
）

日

時

６
月
18
日（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時

SESAME
JOURNAL

詳しい作り方は観光商工課にありますので、必要な方はご連絡ください。 

じゃがいも（北あかりがよい）中6個、豚ひき肉150ｇ、青ネギ1本 
にんにく1かけ、しょうが1かけ、しょうゆ大さじ2 
塩こしょう少々、サラダ油適宜 

表
紙
の
写
真
は
ア
ヤ
メ
フ
ェ
ア
で
賑
わ
う
会

場
の
中
、ア
ヤ
メ
の
花
を
前
に
真
剣
な
眼
差

し
で
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
親
子
写
生
大
会
に
参

加
し
た
女
の
子
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
ま
し
た
。 

こ
う
ご
う

●
小
笠
原
流
煎
茶
会

●
美
術
講
演
会

開
催
期
間

６
月
４
日（
土
）〜
７
月
10
日（
日
）

春
仙
美
術
館

休
館
日

月
曜
日

入
館
料

一
般
５
０
０
円
・
大
高
生
３
０
０
円

中
小
生
２
０
０
円

1（
２
８
２
）６
６
０
０

○
主

催

南
ア
ル
プ
ス
市
立
春
仙
美
術
館
・
テ
レ
ビ
山
梨
・

山
梨
新
報
社

○
後

援

カ
ナ
ダ
大
使
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
・
エ
フ
エ

ム
富
士
・
エ
フ
エ
ム
甲
府
・
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
・
峡
西
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
白
根
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
富
士
川
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

○
協

力

全
日
空

○
企

画

谷
口
事
務
所 香

合
の
美
展 

※
本
券
１
枚
に
つ
き
５
名
様
を
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
。 

�

�

招
待
券 

み
の  

ゆ
た
か 

Photo:The Montreal Museum of Fine Arts,Christine Guest

This exhibition was organized 
with the Georges Clemenceau Collection of
The Montreal Museum of Fine Arts.
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